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今
年
は
〝
い
ぬ
〞
年
。
干
支
で
は

「
戌
」の
字
を
当
て
ま
す
が
、「
犬
」や

「
狗
」な
ど
が
一
般
的
で
す
。
犬
は
人

に
忠
実
な
性
格
か
ら
、
古
く
か
ら
人

類
に
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
て
き
た
動

物
の
ひ
と
つ
で
す
。
古
く
は
孔
子
が

家
犬
を
可
愛
が
っ
て
い
た
と
い
う
話

が『
礼
記
』に
あ
る
そ
う
で
す
。

　
鎌
倉
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
武
芸
の

「
犬
追
物（
い
ぬ
お
う
も
の
）」や
、
徳

川
五
代
将
軍
綱
吉
が「
犬
公
方（
い
ぬ

く
ぼ
う
）」と
呼
ば
れ
る
な
ど
歴
史
の

舞
台
に
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
ほ
か
、

古
今
東
西
の
こ
と
わ
ざ
や
書
物
に
も

多
く
現
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
一
年
、
災
い
は「
往
ぬ
」（
い

ぬ
＝
い
っ
て
し
ま
う
）こ
と
に
し
て
、

ぜ
ひ
慶
事
が
来
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

（
参
考『
十
二
支
物
語
』諸
橋
轍
次
著
）

図
書
館
所
蔵
の〝
い
ぬ
〞の
本

○
バ
ベ
ル
の
犬

　（
キ
ャ
ロ
リ
ン
・
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
）

○
可
愛
い
女
・
犬
を
連
れ
た
奥
さ
ん

　（
チ
ェ
ー
ホ
フ
）

○
犬
に
み
と
ら
れ
て（
向
井
承
子
）

○
犬
の
科
学（
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ブ

　
デ
ィ
ア
ン
）

○
負
け
犬
の
遠
吠
え（
酒
井
順
子
）

○
犬
が
い
て
猫
が
い
て
大
ト
ロ
を

　
食
う（
黒
川
鍾
信
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

東
海
大
学
付
属
図
書
館
が

利
用
で
き
ま
す

　
昨
年
12
月
１
日
に「
大
磯
町
立
図

書
館
と
東
海
大
学
付
属
図
書
館
の
相

互
利
用
に
関
す
る
協
定
書
」を
締
結

し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
東
海
大
学
付

属
図
書
館
の
資
料
の
一
部
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
利
用
で
き
る
の
は
、
次
の
３
点
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方
で
す
。

（
１
）大
磯
町
に
在
住
で
、
満
18
歳
以

上
の
方

（
２
）大
磯
町
立
図
書
館
の
利
用
登
録

を
さ
れ
て
い
る
方

（
３
）研
究
テ
ー
マ
を
持
っ
て
い
る
方

※
高
校
生
と
営
利
目
的
の
方
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

※
大
学
生
及
び
大
学
教
職
員
の
方
は

大
学
間
の
協
定
が
あ
り
ま
す
の
で
、

在
学
、
在
勤
の
大
学
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
い
利
用
内
容
に
つ
い
て
は
図

書
館
本
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

音
楽
講
座

「
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
と

　

内
田
光
子
」
受
講
者
募
集

▼
と
き
　
１
月
25
日（
水
）

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
大
会
議
室

▼
講
師
　
渡
辺
稔
さ
ん
　

▼
内
容
　
貴
重
な
２
本
の
映
像
が
Ｄ

Ｖ
Ｄ
化
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
生
誕

１
２
０
年
を
迎
え
る
ド
イ
ツ
の
指

揮
者
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
の
誕

生
日（
１
月
25
日
）に
合
わ
せ
た
映

像
解
説
と
鑑
賞
。

①「
第
三
帝
国
下
の
大
指
揮
者
た
ち
」

（
仮
称
）〜
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー

生
誕
１
２
０
周
年
記
念
〜

②「
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
ピ
ア
ノ
協
奏
曲

第
４
番
」（
仮
称
）〜
内
田
光
子
平

成
17
年
度
文
化
功
労
者
受
章
記
念

〜
▼
応
募
方
法
　
１
月
６
日（
金
）午
前

９
時
30
分
か
ら
、
来
館
ま
た
は
電

話
に
て
受
付
。
先
着
60
名
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
図
書
館
　

☎（
61
）３
０
０
２

特
集
《
い
ぬ

《
い
ぬ
》の
本
の
本

特
集
《
い
ぬ
》の
本

　
ユ
ニ
セ
フ
の
広
報
に
、『
３

０

０
０
円
の
募
金
で
、
免
疫
力
を
高

め
、
感
染
症
や
失
明
か
ら
子
供
達

を
守
る
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
補
給
剤
１
年

分
を
、
700
人
の
子
供
に
届
け
る
こ

と
が
出
来
る
。
１
０
０
０
０
円
で
、

は
し
か
ワ
ク
チ
ン
１
回
分
を
654
人

の
子
供
に
提
供
す
る
こ
と
が
出
来

る
』と
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
神
奈
川
県
で
は
１
人
分
の
ワ
ク

チ
ン
代
は
約
３
０
０
０
円
）

　
ま
た
、
結
核
予
防
会
の
複
十
字

募
金
情
報
に
は
、『
現
在
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

の
感
染
が
結
核
の
感
染
に
拍
車
を

か
け（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
３
人
に

１
人
が
結
核
を
発
病
し
て
い
る
）、

毎
年
900
万
人
以
上
が
発
病
し
、
約

200
万
人
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
日

本
円
に
し
て
１

６
０
０
円
の
治

療
費
で
１
人
の
結
核
患
者
さ
ん
が

治
る
』と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
私
達
が
何
気
な
く
使
っ
て
い
る

金
額
が
、
途
上
国
で
は
莫
大
な
健

康
支
援
と
し
て
使
え
る
お
金
に
な

る
の
で
す
ね
。

　
日
本
も
現
実
に
は
景
気
も
懐
も

厳
し
い
状
況
で
す
。
自
分
の
こ
と

で
精
一
杯
に
な
り
が
ち
で
す
が
、

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・

ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
病
な
ど
の
今
話

題
の
感
染
症
も
含
め
て
、
感
染
症

は
地
球
規
模
の
問
題
で
、
自
分
た

ち
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
寄
付
と
な
る
と
、
急
に
ハ
ー
ド

ル
が
高
く
な
っ
て
し
ま
う
も
の
で

す
が
募
金
の
他
に
、
１
回
の
電
話

で
315
円
を
募
金
で
き
る「
世
界
の

子
ど
も
に
ワ
ク
チ
ン
を
日
本
委
員

会
」の
ダ
イ
ア
ル
Ｑ
２
の
他
、
古

い
衣
服
や
切
手
、
使
用
済
み
の
テ

レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
な
ど
を
海
外
に

支
援
し
て
い
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。

　〝
お
互
い
様
〞の
気
持
ち
で
出
来

る
支
援
を
し
て
み
る
と
、
ち
ょ
っ

と
嬉
し
く
な
る
か
も
し
ま
せ
ん
。

　
心
の
満
足
感
は
、
か
ら
だ
の
免

疫
力
を
高
め
ま
す
。
い
つ
も
と
違

う
喜
び
が
心
に
満
ち
た
ら
、
自
分

の
か
ら
だ
へ
の
免
疫
力
も
高
ま
る

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
つ
い
て
き
ま
す
。

　
今
年
は
あ
な
た
に
ど
ん
な
福
の

神
が
現
わ
れ
る
で
し
ょ
う
ね
。
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
て
お

り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課

　
下
澤
　

☎
内
線
３
０
９

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

海
外
の
健
康
事
情，

，

，，


